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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

原料柿の放射性Cs濃度の異なる13園地を抽出し、原料柿及びあんぽ柿の果実中放射性Cs濃度について調査し

たところ、濃度は経年により確実に減衰していること、収穫前の果実は幼果期の約0.7倍に変化すること、樹冠内では

下部に着果した果実の濃度が高い傾向にあること、あんぽ柿に加工した場合の濃度は原料柿の約3.6倍になること、

幼果で10Bq/kg以下の樹から収穫した果実をあんぽ柿に加工した場合、濃度は50Bq/kg以下になりやすいこと等が

認められた。

(1) 原料柿の放射性セシウム濃度の異なる伊達地方の13園地を選定し、各園地3～5樹から2013年は収穫期（11月

7日）に、2014年は幼果期（7月18日）、収穫前（9月24日）及び収穫期（11月6日）に果実を採取し、加工後のあんぽ

柿（2014年）を含めて放射性Cs濃度を測定した。

(2)13園地の原料柿の放射性Cs濃度は、園地間差はあるものの確実に減衰しており、2014年の収穫期には2013年

の約7割となっている（図１、図2）。

(3)収穫前（9月24日）の原料柿は、幼果期（7月18日）の放射性Cs濃度の約0.7倍に変化することが確認された（図

3）。

(4)樹冠内の着果位置では、園地による差はあるものの、樹冠の上部や中部に比較して、下部の果実は放射性Cs

濃度が高い傾向が認められた（図4）。

(5)13園地から採取した原料柿をあんぽ柿（水分率35%換算）に加工した場合、放射性Cs濃度は原料柿の約3.6倍と

なった。（図5）。

(6)幼果期で10Bq/kg以下の樹から収穫した果実をあんぽ柿に加工したところ、いずれも50 Bq/kg以下となった（図

6）。

２ 期待される効果

(1) 安全なあんぽ柿生産のための原料柿検査の基礎データとして活用できる。

３ 活用上の留意点

(1) 原料柿の放射性Cs濃度は、園地や樹体によって差が大きいことから、出荷前には非破壊による放射性Csの全

量検査が必要である。



Ⅱ 具体的データ等

図1 園地ごとの果実中放射性Cs濃度分布 図2 樹ごとの果実中放射性Cs濃度の年次減衰

図3 幼果期と収穫前の放射性Cs濃度 図4 樹冠内着果位置と果実中放射性Cs濃度（2013年）

図5 あんぽ柿と原料柿の放射性Cs濃度 図6 幼果とあんぽ柿の果実中放射性Cs濃度

Ⅲ その他

１ 執筆者

志村浩雄

２ 実施期間

平成２５～２６年度

３ 主な参考文献・資料

0

10

20

30

40

50

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

果
実
中
放
射
性

Cs
濃
度

(Ｂ
q/

kg
)

園地番号（左:2013年、右:2014年）

y = 0.7266x - 0.3639
R² = 0.8533***

0

10

20

30

40

0 10 20 30 40 50

20
14
年
（収
穫
期
）の
果
実
中

放
射
性

Cs
濃
度
（B

q/
kg
）

2013年（収穫期）の果実中放射性Cs濃度
（Bq/kg）

y = 0.6813x + 0.7986
R² = 0.7711***

0

5

10

15

20

25

0 5 10 15 20 25 30 35

収
穫
前
の
果
実
中

放
射
性

Cs
濃
度
（

Bq
/k

g）

幼果期の果実中放射性Cs濃度（Bq/kg）

0
5

10
15
20
25
30
35
40
45

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

果
実
中
放
射
性

Cs
濃
度

(B
q/

kg
)

ほ場番号

上部 中部 下部

y = 3.5983x + 0.4605
R² = 0.9064***

0

50

100

150

0 10 20 30 40

あ
ん
ぽ
柿
（
水
分

35
%
換
算
）
の

放
射
性

Cs
濃
度

(B
q/

kg
)

原料柿の放射性Cs濃度(Bq/kg)

y = 3.9859x - 7.8542
R² = 0.7908***

0

50

100

150

0 10 20 30 40

あ
ん
ぽ
柿
の
果
実
中

放
射
性

Cs
濃
度
（

Bq
/k

g）

幼果期の果実中放射性Cs濃度（Bq/kg）


